
論文審査の 結果の 要旨

氏 名 横 山 知 郎

余次元 1 葉層構造の 葉の トポ ロ ジ ー

と多様体の トポロ ジ ー

の 関係 に つ い て は

長い研究の歴史が ある ｡

各葉の基本群か ら実数直線の原点を固定する微分同相 の芽の なす群 へ の ホ ロ

ノ ミ - 準同型が定義される ｡ 閉多様体上の 葉層構造に対 し､ すべ て の 葉に対 し

て こ の 準同型が 自明ならば､ 多様体は 円周上の フ ァ イ バ
ー

束で あり､ 各葉は互

い に同相で ､ フ ァ イ バ ー

の被覆空間となる こ とがサ ッ クス テ
-

ダ
ー に より知ら

れて い る ｡ こ の とき､ 各葉は多項式増大度をもち､ C
2
級ならば､ す べ て の 葉

は桐密､ すなわち極小葉層となる ｡

論文提出者横山知郎は どの ような条件 のも とで ､ すべ て の葉の ホ ロ ノ ミ -

準

同型が自明となるか を研究 した ｡ 論文の 主要な結果 は3 つ ある ｡

1 ･ 閉多様体上の 葉層構造 に対 し､ すべ て 甲葉が 同相 とすると き､ 葉層構造

は上記の ホ ロ ノ ミ -

準同型が自明なもの となるか とい う問題に対 し､ 横断的に

実解析的な極小葉層の 反例を与えて い る ｡ こ の例の 場合 ､ 葉は種数が無限大で

エ ン ド集合が カ ン ト -

ル 集合となる ｡

2 . 閉 とは 限らない 多様体上の 横断的に向き付け可能な実解析的極小葉層 に

対 して ､ す べ て の 葉の 基本群が無限巡 回群の と き､ 各葉の ホ ロ ノ ミ - 準同型は

自明となる ｡

3 . 閉 とは 限らない 2 次元ホ モ ト ピ
ー 群が 自明で ある ような多様体上 の横断

的に 向き付 け可能な実解析的極 小葉層に対して ､ す べ て の 葉の 基本群が 同じラ

ン クの 自由ア
- ベ ル群 の とき､ 各葉の ホ ロ ノ ミ - 準同型 は自明となる ｡

これまで の研究で ､ C 2
級で各葉が 多項式増大度をもち､ ホ ロ ノ ミ

一

群が ア
-

ベ ル群 となる場合な どで 同様の ことが知 られて い た｡ .しか しなが ら､ 極小性 ､

実解析性 は仮定 するが ､ 葉 の 幾何 的な条件で は なく基本群 に関する条件 だけ

で ､ 各実の ホ ロ ノ ミ
-

準 同型は自明 となる こ とを示 した意義は大 きい ｡

また ､ 閉多様体 上の 葉層構造 の 葉の エ ン ド集合は ､ す べ て の葉 が 同相 なら

ば､ 空集合､ 1 点 ､ 2 点､ または カ ン ト ⊥
ル 集合 となるこ とが ､ ジ ー ス ､ キ ヤ

ン ト ウ ェ ルーコ ン ロ ン に より示 され て い る ｡ こ の とき､ 空集合は容易 に､ 2 点

の 場合は最近 の ブ ラ ンの 結果により各葉 の ホ ロ ノ ミ - 準同型は自明となる ｡ 上

に述べ たように ､ カ ン ト
- ル集合となる場合には反例が あるが ､ 1 点の場合の

解析におい て ､ 論文提出者の 結果は非常 に意義が あるもの で ある ｡

この ように､ 論文提出者の 結果は余次元1 葉層構造 の トポロ ジ ー の研究に重

要な意味を持つ もの である ｡ よ っ て 論文提出者 横 山知良は ､ 博士 (数理科学)

の 学位 を受け る にふさわ しい充分な資格が あると認め る ｡




